
































地域銀行計の業務粗利益は 2019 年度には 4.1 兆
円であるが，今世紀初頭頃の 2000 年度には約 5
兆円であった。およそ 20 年間で 20% 近い減収で
ある。図表 1 下段には総資産平残を分母とする収
益率を示した。総資産業務粗利益率は，2000 年
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部門の収益性分析を行った。2019 年度において顧客部門が赤字という地域銀行数は 6 割であり，地域銀行の全












2019 年度に至るまで 10 年度超にわたって黒字を
確保している。2010 年度から 2018 年度は年間 1
兆円台に達しており安定した推移のようにも見え

















2000 年代前半には年間 1 兆円台の多大な損失額
であったが，世界的金融危機以降は低位で推移し
ている。ただし最近では，2017 年度は約 900 億





　地域銀行計の経費は 2010 年度の 3.2 兆円から
2019 年度には 2.9 兆円へと抑制が進んだ。だが図
表 1 下段に示した OHR（粗利経費率）をみると，











年度 21%，2005 年度 18%，2010 年度 20%，2015



























（2016 年 3 月末残）以降は減少に転じた。日本銀



























サービス業務利益率について，2015 年 3 月期に
は 4 割の地域銀行がマイナスであったものが，



























2016 年 9 月
地域銀行の顧客向けサービス業務利益率について，2025 年 3 期の将来試算
→顧客向けサービス業務利益率マイナス先が現状 4 割から将来 6 割超へ
7 回
金 融 庁（2016b）「 平 成
28 事務年度金融行政方
針」2016 年 10 月





2017 年 10 月
顧客向けサービス業務の利益（実額）を実績調査（将来試算ではない）
→ 2017 年 3 月期は過半数の地域銀行でマイナス
9 回
金 融 庁（2017b）「 平 成
29 事務年度金融行政方
針」2017 年 11 月























　基準時点：2018 年 3 月期
　・赤字先：54 行 /106 行










　基準時点：2019 年 3 月期
　・連続赤字先：45 行 /105 行
　・5 期以上の連続赤字先：27 行
6 回
金 融 庁（2020）「 令 和 2
事務年度金融行政方針」









































































































































































































































































































地域銀行の全体計数では 2015 年度 74%，2017 年

















2016 年度は年率 2.7% であったのに対して，2017











































































































































































差，R/R 比の算出データ期間は過去 5 年度（5y
図表 11　地域銀行の市場部門 ROAのリスク・リターン推移
（データ出所）全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」
　上段：市場部門 ROA の過去 5 年度移動平均（μ5 y）
　中段：市場部門 ROA の過去 5 年度データによる標準偏差（σ5 y）
　下段：市場部門 ROA のリスク・リターン比（μ5 y ÷σ5 y）

































サンプルの R/R 比である。R/R 比は，無リスク
利子率を 0% と見做せば ROA によるシャープ比
図表 12　地域銀行の市場部門 ROAのリスク・リターン分布
（データ出所）全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」
　地域銀行別×時系列 5 年度分（2015 年度～2019 年度）をプロット

























場部門 ROA（平均 5y）および市場部門 ROA の
R/R 比を被説明変数とした回帰分析を試行した。
記述統計量を図表 13 に示し，回帰分析結果を図
表 14 に示す。推定方法は Breusch-Pagan 検定の
結果，誤差の不均一分散の存在が認められたた
























































で 1 兆 1,400 億円超発生していたのが目を引く。
これは 2019 年度の有価証券売買損益等の地域銀
行計約 1,510 億円（実現益行約 2,250 億円－実現










であり，債券 5 勘定・株式 3 勘定をイコール益出
し手段と見るのは短絡的である。2000 年度から
2019 年度の過去 20 年度について具体的に記述す
れば，債券 5 勘定尻は実現益行のプラス額は累計
約 2 兆円で，実現損行のマイナス額は累計約 1 兆
8,800 億円であった。株式 3 勘定尻は実現益行の




イナス額は累計 2 兆 4,180 億円であった。過去 20
年間のネットでは，債券 5 勘定尻・株式 3 勘定尻
ともにかろうじて利益超過であった。




着目すると，債券 5 勘定尻と株式 3 勘定尻の双方
ともに実現損（マイナス額）となったのは 2008
年度の 1 回だけである。双方ともに実現益（プラ
ス額）であったのは 6 回であり，残りの 13 回は
逆方向であった。地域銀行計の両勘定尻の時系列














　図表 17 は，債券 5 勘定尻と株式 3 勘定尻の実
現益行と実現損行の該当銀行数を集計したもので
ある。図表 15，図表 16 と同じく過去合併銀行の
名寄せはしておらず，銀行数は各年度の実数であ




5 勘定尻と株式 3 勘定尻ともに実現益（債券＋
株式＋）という銀行数がデータサンプル全体に占






　有価証券関連損益＝有価証券利息配当金＋債券 5 勘定尻＋株式 3 勘定尻





　債券 5 勘定・株式 3 勘定は，ある程度は銀行に
よる売買タイミングの裁量によって益出しに使う
ことが出来るが，他方で損切りを強いられる局面






















　債券 5 勘定尻・株式 3 勘定尻を各年度の実現益行（＋）・実現損行（－）に分けて損益額を集計
　期中合併における非存続行の計数は含まれない
図表 16　地域銀行の債券 5勘定尻・株式 3勘定尻―実現益行・実現損行の損失額―
190
地域銀行の顧客向けサービス業務部門と市場部門の収益分析








　債券 5 勘定尻 /ta を被説明変数とした結果を見
る（図表 18 第 1 列）。債券 5 勘定尻 /ta に対して，




図表 17　地域銀行の債券 5勘定尻・株式 3勘定尻―実現益行・実現損行の銀行数―
（データ出所）全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」
　債券 5 勘定尻・株式 3 勘定尻を各年度の実現益行（＋）・実現損行（－）に分けて銀行数を集計



















　株式 3 勘定尻 /ta を被説明変数とした結果を見
る（図表 18 第 2 列）。株式 3 勘定尻 /ta に対して，
債券 5 勘定尻 /ta，信用コスト /ta は有意にネガ
ティブ符号であった。株式 3 勘定は，債券 5 勘定
の損失や信用コスト損失を相殺する手段として使
われている可能性の示唆であった。⊿顧客向け
サービス業務利益 /ta や⊿有価証券利息配当金 /
ta を相殺する使われ方は示唆されなかった。総
自己資本比率は，債券5勘定尻/taの場合と同様，

































の後 2017～2018 年度は若干持ち直すも，2019 年
度には再び赤字となっている（図表 19 下段）。
　信用コスト控除後の収益性指標である顧客部門
ROA について，単年度 ROA と，標準偏差 5y の
推移を並べて図表 20 に示す。顧客部門 ROA の




5y は低下基調であり，顧客部門 ROA は水準が
低下するとともに低ボラティリティ化してきた姿
がみられる。ただし 2018 年度から 2019 年度にか


















表 21 に示す。Breusch-Pagan 検定の結果，誤差
の不均一分散の存在が認められたため，これに対
応した GLS を用いた。OLS による推定結果も参
考掲載した。





































債 10 年利回りが 1％ポイント上昇すれば，顧客
向けサービス業務利益率は 0.15％ポイント上昇，


















2019 年度は 99% と高水準であった。地域銀行の
収益構造は，経常利益の大半を市場部門で稼ぐ姿
であることが浮き彫りにされた。


























































































銀行 50%，八十二銀行 46%，山梨中央銀行 44%，








（6） 2010 年度～2019 年度について具体的に記述す
れば，2010 年度の旧泉州銀行 1 ヶ月分，2012 年
度の旧岐阜銀行 5.5 ヶ月分，2018 年度の旧八千代







（8） 債券 5 勘定尻＝国債等債券売却益＋国債等債券
償還益－国債等債券売却損－国債等債券償還損－
国債等債券償却である。
















（12） Mercieca,Schaeck,Wolfe（2007）では ROA を
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